
 

 

 

 

 

 

             １・２月開催の行事予定 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 会 期  令和６年１月 19 日（金）～３月 31 日（日） 

  休館日 月曜日（ただし、２月12日は開館）、２月13日（火） 

２ 会 場  みよし風土記の丘ミュージアム（県立歴史民俗資料館）企画展示室 

  （三次市小田幸町 122） 

３ 展 示 資 料  江戸時代から現代までの三次人形、明治時代から現代までのひな人形、落合

金屋子神社奉納品（三次市布野町横谷）、草戸千軒町遺跡出土品など。 

４ 入 館 料  一般 200(160)円、大学生 150(120)円、高校生以下・65 歳以上無料  

※（ ）内は 20 人以上の団体料金 

５ 関 連 行 事   

   展 示 解 説 会 

解 説：当館学芸員 

日 時：１月 28 日、２月 18 日（日）14:00〜15:00 

参加費：無料（別に入館料が必要です。） 

 

  

報道提供資料 

令和５年12月20日 

名 称 みよし風土記の丘ミュージアム 
（広島県立歴史民俗資料館） 

担当者 学芸課長 西村 直城 

電 話 0824-66-2881 
 

当館は、開館以来、広島県北部に関係する国・県指定文化財を含む考

古・歴史・民俗資料を数多く収集してきました。 

本展では、これらの多くの収蔵資料のうち、三次の春を彩る三次人形

やひな人形のほか、近年収集した資料の中から、近代まで県北を代表す

る産業の一つであった、たたら製鉄に関する資料を展示します。また、

広島県草戸千軒町遺跡調査研究所開設 50 周年を記念し、草戸千軒町遺

跡（福山市）出土品（広島県立歴史博物館蔵）も併せて紹介します。 

三次人形 天神（左：宮の峡、右：十日市） 落合金屋子神社奉納品 



 

 

 

 

 

１ 会 期  令和６年１月 19 日（金）～３月 24 日（日） 

  休館日 月曜日（ただし、２月12日は開館）、２月13日（火） 

２ 会 場  みよし風土記の丘ミュージアム（県立歴史民俗資料館）風土記の丘ギャ

ラリー 

３ 展 示 資 料  パッチワーク作品約 40 点 

４ 入 館 料  一般 200（160）円、大学生 150（120）円、高校生以下・65 歳以上無料 

※ （ ）内は 20 人以上の団体料金 

※ 常設展の入館料で御覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持ち寄った古布をお互いに交換し合ったりして、三次を拠点に制作活動を行う、安藤

秋子さんを中心とするグループの作品を御覧いただきます。 

芸術性や、細やかな針使いなど、パッチワークの醍醐味をお楽しみください。 

 



 

 

 

 

 

 

１ 会 期  令和５年 12 月８日（金）～２月 12 日（月・祝） 

  休館日 月曜日（１月８日、２月12日は開館）、２月13日（火） 

２ 会 場  みよし風土記の丘ミュージアム（県立歴史民俗資料館）新館廊下 

３ 展 示 資 料  三次市立川西小学校５・６年生の制作した土器約８点 

４ 入 館 料  無料（ただし、本作品展のみを御覧になる場合に限ります。） 

 

当館が学習支援事業の一つとして実施する土器作り体験では、児童たちが個

性あふれる作品を制作します。 

今回は、三次市立川西小学校 5・6 年生が制作し、弥生時代の方法で焼き上

げた「古代の造形」を味わっていただきます。 
 



 

１ 日 時  令和６年１月 14 日（日）14：00～16:00 

２ 話題提供者 当館 学芸員 川上華恋 

３ 定 員 100 名 

４ 対 象 どなたでも  

５ 会 場 みよし風土記の丘ミュージアム（県立歴史民俗資料館）研修室 

６ 参 加 費  無料 

７ 申 込 み 事前申込み（詳しくは｢イベントへのお申込み方法について｣を御覧くださ

い。） 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和６年２月 25 日（日）14：00～16:00 

２ 話題提供者 世羅町教育委員会社会教育課 主査兼学芸員 林光輝さん 

３ 定 員 100 名 

４ 対 象 どなたでも  

５ 会 場 みよし風土記の丘ミュージアム（県立歴史民俗資料館）研修室 

６ 参 加 費  無料 

７ 申 込 み 事前申込み（詳しくは｢イベントへのお申込み方法について｣を御覧くださ

い。） 

 

 

 

広島市安佐北区に所在する可部古墳群は、６世紀後半から７世紀前半に築
造された古墳群です。今回のトークでは可部古墳群の出現前夜から、可部古
墳群築造の背景について考えます。 

先の大戦では多くの人が戦争の犠牲になりました。戦争体験者が減少し、
戦争の記憶が風化の一途をたどりつつあることも事実です。平和の大切さや
戦争の悲惨さを次世代にどのように伝えていくかは緊要の課題です。世羅町
での取組について紹介します。 



 

１ 日 時  令和６年２月 17 日（土）10：00～12：00 

２ 指 導 漆
うるし

谷
だに

光
こう

名
めい

さん、濱
はま

田
だ

展
のぶ

也
や

さん（（公財）日本鳥類保護連盟広島県支部三

次地方分会） 

３ 内 容 冬になると、ふどきの丘にはたくさんの渡り鳥がやって来ます。（公財）

日本鳥類保護連盟の先生方に解説していただきながら、ふどきの丘にや

って来る鳥たちを観察してみませんか。 

４ 定 員 40 名 

５ 対 象 どなたでも（小学生以下の場合は保護者同伴） 

６ 会 場 広島県立みよし風土記の丘 

７ 参 加 費  無料 

８ 申 込 み  事前申込み、先着順（詳しくは「イベントへのお申込み方法について」

を御覧ください。） 

 

 

 

 

 
■イベントへのお申込み方法について 

歴風トーク、ふどきの丘体験教室へのお申込みは、イベント名・回数・住所・氏名・

年齢・電話番号を記入の上、次のいずれかの方法でお願いします。 

① は が き 〒729-6216 三次市小田幸町 122 みよし風土記の丘ミュージアム宛て 

② Ｆ Ａ Ｘ 0824-66-3106 

③ Ｅメール rmsgakugei@pref.hiroshima.lg.jp 

④ 電子申請 

当館ＨＰ（https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekimin/）の各行事のページから

進んでください。 

 

 

 

 

 

 電子申請システム 

（歴風トーク） 

電子申請システム 

（ふどきの丘体験教室） 


